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簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網
の

整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
！

林野庁の施策紹介

　

間
伐
等
の
森
林
整
備
を
適
切
に
行
う

た
め
に
は
、
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械

を
組
み
合
せ
た
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ

ム
の
普
及
及
び
定
着
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
コ
ス
ト
の
低
減
に
留
意

し
つ
つ
、
自
然
条
件
や
導
入
す
る
作
業

シ
ス
テ
ム
に
応
じ
て
林
道
と
作
業
道
等

の
適
切
な
組
合
せ
に
よ
る
路
網
整
備
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
森
林
整

備
の
骨
格
と
な
る
林
道
や
森
林
施
業
と

と
も
に
開
設
さ
れ
る
作
業
道
等
の
整
備

に
つ
い
て
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
、
人
工
林
の
多
く
が
本
格
的
に
利
用

が
可
能
な
高
齢
級
の
森
林
に
移
行
し
て

い
く
中
に
あ
っ
て
、
長
期
に
わ
た
り
利

用
で
き
る
壊
れ
に
く
い
作
業
道
等
を
低

コ
ス
ト
で
整
備
し
て
い
く
た
め
、
次
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作業道

◎路網整備の考え方
○　林道は、

①　多面的機能を有する森林の適切な整備及び保全を図り、効率的かつ
安定的な林業経営を確立するために必要な基礎的アクセスを確保する
ための恒久的施設です。

②　一般車両の通行にも配慮した規格・構造により、森林の総合利用の推進、
山村の生活環境の整備、地域産業の振興等にも重要な役割を担っています。

○　作業道等は、森林施業や管理のための一時的な施設で、主に森林所有
者等により森林施業の実施に伴って整備されます。

○　林道と作業道等がそれぞれの役割等に応じて適切に組み合わされた路網
ネットワークの整備を進めていくことが重要です。

林道
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作
業
路
網
の
計
画
的
で
低
コ
ス
ト
な

整
備

　

従
来
か
ら
の
補
助
に
加
え
て
、
森
林

施
業
計
画
や
特
定
間
伐
等
促
進
計
画
に

基
づ
く
施
業
に
必
要
な
作
業
道
や
作
業

路
に
つ
い
て
は
、
施
業
の
実
施
に
先
行
し

て
整
備
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
補
助
の
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
効
率

的
な
路
線
の
配
置
等
に
よ
る
低
コ
ス
ト

化
が
期
待
で
き
ま
す
。

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
展
開

の
た
め
の
林
内
路
網
機
能
強
化

　

高
性
能
林
業
機
械
が
造
材
（
伐
採
さ

れ
た
木
の
枝
を
払
い
丸
太
に
す
る
こ
と
）

な
ど
の
作
業
に
利
用
す
る
作
業
用
地
（
作

業
ポ
イ
ン
ト
）
や
、
傾
斜
が
急
な
箇
所
で

林
道
と
作
業
道
等
を
比
較
的
急
勾
配
で

結
ぶ
舗
装
路
（
接
続
路
）
の
整
備
に
つ
い

て
も
補
助
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

定
額
助
成
に
よ
る
作
業
道
等
の
整
備

　

建
設
事
業
者
の
技
術
や
設
備
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
行
う
簡
易
で
耐
久
性
の

高
い
作
業
道
・
作
業
路
の
整
備
に
つ
い

て
、
定
額
（
一
万
四
千
円
／
ｍ
等
）
で
助

成
し
て
い
ま
す
。

「
作
業
路
作
設
の
手
引
き
」等
の
配
布

　

先
駆
的
な
林
業
事
業
体
等
で
施
工
さ

れ
て
い
る
作
業
道
開
設
の
基
本
的
な
工

法
・
手
法
等
を
踏
ま
え
、
土
質
や
気
候

と
い
っ
た
地
域
条
件
に
応
じ
た
工
夫
を
加

え
な
が
ら
作
業
路
の
作
設
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
に
、「
作
業
路
作
設
の
手

引
き
」（
平
成
一
九
年
三
月
）、「
作
業
路
損

壊
事
例
」（
平
成
二
〇
年
五
月
）を
作
成
・

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
内
容
の
詳
細
や
資
料

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
林
野
庁
整
備
課

（
〇
三-

六
七
四
四-

二
三
〇
三（
直
））へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

作業路を開設する際に土を切り取る量が多いと、将来的に崩れるおそれが高くなります。等高線に沿っ
た路線にすることなどにより、土を切り取る量を抑えることができ、作業路が壊れにくくなります。

■「作業路作設の手引き」でのポイント掲載例

■「作業ポイント」と「接続路」

作業道
作業路

林道

幅員

切土

高い盛土高
（雨などに弱い）

路側又は土羽下の構造物などに
よる補強（丸太組構造物等）

高い切土
（土工量が大きい）

低い切土
（土工量が小さい）

直線的な線形

等高線を考慮した線形

盛土
伐開幅

伐開幅

幅員

○　これまでの作業路（土工量が大きく、雨などにも弱い）

○　切土高を抑えた作業路（土工量が少なく、安定している作業路）

緩
斜
面

急
斜
面

作業ポイント

接続路


